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論文の内容の要旨

　本論文は，高エネルギー加速器研究機構（KEK）に建設されたTOF型多目的中性子回折装置VEGAの性能と，

VEGAを用いた2次電池用正極材料LiMn2、、Cr，04の結晶構造解析を記述したものである。

　KEKには従来，高分解能粉末中性子回折装置服Pが設置されていたが，HRPの性能を1桁上回るVEGAの建

設が開始された。VEGAは，背面反射位置に1次元位置敏感検出器（PSD）を112本敷きつめた配置をもち，分

解能，計数率の格段の向上が達成されている。分解能（△d／d）はO．26％に達し，この装置が世界第一級の分解

能を有することを示している。また，PSDで収集された回折データのti㎜e－focussi㎎処理により計数率が向上し，

1試料あたりの測定時間は数時間に短縮された。さらに，分解能の向上にともなうシャープな回折線を表現する

新しいプロファイル関数を導入し，リートベルト解析用プログラムを完成させた。

　vEGAを用いて，2次電池用正極材料LiMn2．、Cr，04（x－O，1／9，1／6，1／3）の結晶構造解析を行った。こ

の物質は，Cr添加により電池寿命の改善が計られることが知られているが，その起源は明らかではなかった。

本研究で，CrイオンがMnイオンを置換していることが示され，さらに置換Cr量の増加とともに，結晶の粒子

サイズが小さくなること，結晶の異方的ひずみが減少することが明らかにされた。また，LiMn204の低温におけ

る構造相転移に関する知見も得た。

審査の結果の要旨

　本研究は，高性能の中性子回折装置の建設を通じて，物質工学に多大の貢献を．もたらすものといえる・また，

LiMn2．、Cr，04の結晶構造に関する研究は，電池材料の開発に重要な知見を与えている。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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